
 

 

 

 

 

＜２学期が始まりました＞ 

夏休み後半、連日の豪雨や新型コロナウイルス（デルタ株）の感染拡大により、楽しみにしていた夏

休みの計画も思ったように過ごすことができなかったと思います。学校でも予定通りに２学期をスター

トできるのだろうかと、先生たちと話をし、しっかりと感染予防を行って予定通りに２学期の始業式を

行うことにしました。 

９月１日の朝、「児童生徒のみんなは、登校してくれるのだろうか」と心配をしながら、いつもの横

断歩道の前でドキドキしながら待っていました。 

「校長先生 おはようございます」と元気な声で挨拶をしながら坂を上ってくる姿を見ながら、「今

年の夏は外に出ることが少なかったかなぁ～」「楽しいこと少なかったかなぁ～」と思いつつ、「おはよ

うございます。元気でしたか」と声を掛けると子供たちは、笑顔で「はい、元気でした」と答えてくれ

ました。 

２学期の始業式も、残念ながらリモートでの式となってしまいましたが、学部ごとの始業式では、久

しぶりに会う友達とたくさんの夏休みの話をすることができていました。予定通りに児童生徒と笑顔で

始業式を迎えられたことをうれしく思っております。 

各学部の代表が２学期に頑張ることを発表してくれたので、言葉を短くして紹介します。 

早いもので、２学期が始まり２週間を過ぎました。新型コロナウイルス感染は、いまだ広がりがおさ

まらない状態にあり、学校では、感染予防を行いながら日々の学習に取り組んでいます。 

始まって１週目は、なんとなく体が重たいな、動きがゆっくりだなと感じる児童生徒もいましたが、

子どもたちの生活に慣れる時間はとても早く、今では、それぞれの元気な声や進んで取り組む姿が多く

みられるようになってきました。 

１学期に続き、いろいろなことを考えながら、できることを見つけて活動を行う日々が続くと思いま

すが、見つかったことを思いっきりみんなで楽しみながら、これからの生活の中で自分の力として発揮

できるように共に学んでいきたいと思います。 

保護者の皆様方には、御理解の上で、登下校時の感染予防や家庭での予防などを続けていただいてい

ることを感謝申し上げます。先の見えない状態ではありますが、子どもたちの健康・安全を共に願いつ

つ学習を進めてまいります。今後とも御協力をよろしくお願いします。 
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【小学部代表】毎日の宿題をがんばります。 

【中学部代表】漢字の学習、文化祭、生徒会活動をがんばります。修学旅行が楽しみです。 

【高等部代表】作業バザーの商品陳列や接客、現場実習、長距離走記録会などをがんばります。

みんな元気いっぱいに発表してくれました。 

 

 


